
学校図書館の充実に
向けた取組

橿原市教育委員会



１．はじめに

〈橿原市〉

• 奈良県の中南和に位置

• 人口119,250人（ R6.1現在）

• 面積39．52 ㎢

• 小学校 1６校 （5537人）（ R5.12現在）

• 中学校 6校 （2833人）（ R5.12現在）



2.橿原市の課題

• 令和5年度全国学力学習状況調査の
児童生徒質問紙において、市内児童
生徒の不読率が全国に比べて高い。

• 市内各校への学校図書館司書が未配
置であり、学校図書館の環境整備も十
分でない。



3.事業のねらい

不読率の高い児童生徒の読書習
慣の形成に向けて、市立図書館と
連携し、学校図書館の環境整備と、
学校における様々な読書活動を
実施することにより、読書活動の
推進と定着を図る。



4.実施内容（１） 学校図書館のパワーアップ

本の展示方法や空間づくりの工夫

• 『推し本展示』（資料展示）

• POP作成教室

• 書架の分類サインパワーアップ化

• 読書相談

• 『こんな本読んでんねん』にチャレンジ



読書のバリアフリーコーナー

学校図書館のパワーアップ

団体パックの設置



図書委員作成サイン 分類ポスター

学校図書館のパワーアップ



紙芝居サイン SDGｓサイン

学校図書館の
パワーアップ



岩波文庫POP ズッコケシリーズPOP

学校図書館のパワーアップ



偕成社文庫POPたくさんのふしぎPOP



教科書にのっている本コーナー 戦争と平和コーナー

学校図書館の
パワーアップ



自然科学コーナー 英語の図書シリーズ

学校図書館のパワーアップ



ブックパンケーキ

学校図書館のパワーアップ

シリーズ見出しの追加



ポストカードシリーズ

学校図書館のパワーアップ

絵本コーナー



読書相談の案内 お話し会案内

学校図書館のパワーアップ



4.実施内容（２）
電子書籍を活用した読書の推進

•デジタル社会における読書活動のモ
デルの構築に向けた取組の実施

•学校に配備された１人１台端末を活
用し、電子書籍を活用した読書の推
進



4.実施内容（２）
電子書籍を活用した読書の推進



POPとビブリオバトル

（対象：小学校4～6年生）

POPとかるた作成

（対象：小学校1～3年生）

4.実施内容（3）読書活動の推進と定着



POPとビブリオバトル（対象：小学校4～6年生）

4.実施内容（3） POPとビブリオバトル



POPとかるた作成（対象：小学校1～3年生）

4.実施内容（4） POPとかるた作成



晩成小学校×橿原市立図書館

市立図書館内に展示



えほんカルタ

児童が記入した読み札作成シート（右）をもとに えほんカルタ（左）を作成



5.成果（１）

• 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）
「全く読書をしない」と回答した児童数の減少。

• 昼休みや放課後、学校が休みの日に、学校図書館や地
域の図書館に、「ほとんどまたは全くいかない」と回答
した児童数の減少。

• 家に「200冊以上」本があると回答した児童数の増加。

• 「読書は好きですか」という問いに対して「当てはまら
ない」と回答した児童数の減少。

晩成小学校6年生対象アンケートより



5.成果（2）
【抽出対象】

• 期間：2023年11月7日～2023年12月30日

（比較用として2022年の同じ月日の期間を抽出)

• 年齢：6歳～12歳

• 住所：モデル校 校区

【抽出データ】

• 貸出冊数：2023/1107 ～ 1230_貸出数 ⇒ 1,028冊

2022/1107 ～ 1230_貸出数 ⇒     ８６５冊

【結果】

• 同時期の比較において、前年より１６３冊貸出冊数が増加（18.8％増）

橿原市立図書館システムより抽出



６．今後の取り組みについて

今年度は市立図書館と連携し、モデル校におけ
る学校図書館の環境整備と学校における様々な
読書活動を実施することにより、読書活動の推進
と定着を図った。

取り組みの成果は一部見られるが、今年度の取
り組みを次年度以降も継続していく事により、市
内児童生徒の読書活動の推進と定着を図りたい。


